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二
月
二
十
八
日
、
萩
山
神
社
の

御
柱
大
祭
が
行
わ
れ
た
。
山
に
眠
っ

て
い
た
松
の
大
木
が
、
み
ん
な
の

力
に
よ

っ
て
神
の
木
と
な

っ
た
。

こ
の
日
は
天
気
も
よ
く
、
大
勢
の

人
た
ち
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
の
曳

行
で
も
あ

っ
た
。

た
か
が

一
本
の
木
の
、
ど
こ
に

あ
れ
だ
け
の
求
心
力
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
…
…
聞
け
ば
本
家
本
元
の

諏
訪
大
社
の
御
柱
で
は
、
宗
旨
を

越
え
た
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
参
加

し
て
い
た
そ
う
だ
。

そ
れ
は
単
に
神
道
と
い
う

一
宗

教
に
よ
る
力
で
は
な
い
の
で
は
な

い
か
？

古
来
日
本
人
は
あ
ら
ゆ

る
自
然
界
に
心
か
ら
な
る
畏
敬
の

念
を
抱
き

つ
づ
け
て
き
た
。
八
百

万

（
や
ほ
よ
ろ
ず
）
の
神
々
こ
そ
、

こ
の
国
の
姿
な
の
だ
。

現
代
の
消
費
社
会
は
、
と
も
す

れ
ば
こ
う
し
た
、
連
綿
と
続
く
農

耕
民
族
の
心
を
奪
お
う
と
す
る
巨

大
な
力
を
振
る
う
。
そ
れ
こ
そ
が

公
害
に
苦
し
み
、
ゴ
ミ
の
山
に
社

会
を
埋
め
尽
く
そ
う
と
す
る
。
現

代
の
病
理
の
根
源
な
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

一
本
の
木
を
神
に
し
て
し
ま

っ

た
み
ん
な
の
力
こ
そ
、
人
間
が
本

来
持

つ
べ
き
力
で
あ
り
、
助
け
合

う
こ
と
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
る
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
指
針
と
す
べ

き
、
何
か
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
う
の
だ
が
。
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前
号
以
降
の
諸
行
事
等
を
交

え
て
区
の
情
勢
を
ご
報
告
す
る
。

二
月
四
日
、
第
十
五
回

「萩

の
里
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
区
民

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
招
待
者
、

保
育
園
児
、
実
行
委
員
三
百
余

名
が

一
堂
に
会
し
、
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た
。

二
月
二
十
七

・
二
十
八
日
は
、

萩
山
神
社
の
春
祭
。
今
回
は
、

七
年
に

一
度
の
御
柱
祭
。
巡
礼

沢
か
ら

「
一
の
柱
」
が
、
完
成

し
た
ば
か
り
の
湯
が
洞
線
を
曳

行
さ
れ
た
の
も
思
い
出
に
残
る

こ
と
で
あ
る
。
（詳
細
別
稿
）

常
会
長

・
委
員
合
同
会
議
は
、

区
民
総
会
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
二
月
二
十
日
、
年
度
末
の

ま
と
め
を
、
四
月
十
八
日
新
年

度
の
発
足
を
行

っ
た
。

四
月
二
十
五
日
、
町
教
育
委

員
会
か
ら
湯
が
洞
線
工
事
で
掘

り
出
さ
れ
た
大
石
の
保
存
説
明

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
石
は
、
江

戸
時
代
に
起
き
た

「
未
満
水
」

の
時
流
さ
れ
て
き
て
埋
も
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
遺

跡
調
査
で
、
縄
文
時
代
か
ら
の

祖
先
の
足
跡
が
確
認
さ
れ
、
大

洪
水
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
生
き

抜
い
て
き
た
こ
の
地
の
象
徴
と

し
て
残
し
て
お
き
た
い
。
場
所

区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

大
屋
敷
　
清
　
利

は
、
湯
が
洞
線
と
夕
映
え
道
路

の
交
差
点
南
の
空
地
。

五
月
二
十
日
、
区
有
地
の
巡

視
現
地
確
認
を
監
査
委
員
と
三

役

・
代
議
員
で
行
う
。
前
年
度
、

区
有
林

・
神
社
林
の
境
界
を
中

心
に
実
施
し
た
の
で
、
本
年
は
、

区
内
各
地
に
あ
る
貸
地
等
に
な
っ

て
い
る
所
で
あ
る
。

健
康
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

区
報
五
十
六

・
五
十
七
号
で
報

告
し
た
経
過
を
辿

っ
て
、　
一
月

二
十
六
日
、
安
全
祈
願
祭
を
行

い
工
事
に
着
手
、
四
月
末
に
は

建
物
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
。

建
設
地
は
、
下
市
田
河
原
の

旧
試
験
場
跡
地
約
二
〇
〇
〇
２ｍ

の
南
側
、
木
造
と
鉄
骨
の
平
屋

で
約
五
四
五
ポ
、
内
部
の
施
設

は
、
水
中
浴
運
動
用
の
縦

一
五

ｍ
横
八

ｍ
の
温
水
プ
ー
ル
で
水

深
の
調
節
が
で
き
る
可
動
床
で

あ
る
。
多
目
的
室
は
、
運
動
や
小
集

会
な
ど
名
前
通
り
目
的
に
応
じ

て
使
え
る
。
畳

コ
ー
ナ
ー
、
喫

茶

コ
ー
ナ
ー
、
厨
房
等
々
。

大
島
川
砂
防
事
業
計
画
は
、

平
成
十

一
年
度
か
ら
始
ま
リ
ダ

ム
建
設
等
が
計
画
さ
れ
て
い
た

が
、
脱
ダ
ム
等
に
よ

っ
て
新
た

に
砂
防
堰
堤
が
計
画
さ
れ
た
。

事
業
期
間
は
、
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
、
事
業
費
は

一
五
億
円
、

県
営
事
業
で
あ
る
。
堰
堤
は
、

五
基
。
区
有
林
作
業
等
で
集
合

地
に
な

っ
た
山
の
神
や
や
上
流

に

一
号
堰
堤
、
不
動
滝
に
向
か
っ

て
五
号
堰
堤
ま
で
建
設
さ
れ
る
。

十
六
年
度
は
、
取
付
道
路
と

一

号
堰
堤
工
事
が
今
秋
か
冬
頃
か

ら
工
事
着
手
の
マ了
定
と
の
こ
と
。

つ
い
て
は
、
不
動
滝
線
の
現

道
が

一
号
堰
堤
に
か
か
る
の
で

付
替
道
路
が
下
市
田
区
有
林
を

通
過
す
る
。
下
市
田
北
部
は
、

大
島
川
の
下
流
域
、
区
民
の
安

全
に
と

っ
て
重
要
な
大
事
業
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

下
市
田
日
赤
奉
仕
団
よ
り
区

民
会
館

へ
、
や
か
ん
三
個
が
寄

贈
さ
れ
た
。
感
謝
…
。
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I.【収入金の部】

平成15年度下市田区一般会計決算報告書
(自平成15年 4月 1日 ～至平成16年 3月 31日 )

収入金計 44,154,657円  支出金計 37,120,545円  差引残高 7,034,112円
Ⅱ.【支出金の部】 (単位 円)

1収 入 の部

平成15年度 高森町公民館下市田支館決算報告書
(自平成 15年 4月 1日 ～至平成 16年 3月 31日 )

決算収入額 4,102,434円  決算支出額 3,310.285円  残 高 792,149円 (JAみ なみ信州預金残高)
2.支 出の部 △印減 (単位 円)

項   目 予 算 額 決算収入額 比 較 増 減

費

8.前 期 繰 越 金

14,500,000

710,000

13,500,000

1.200,000

350,000

2,250,000

500,000

7,549,990

15,513.570

719,300

14,436,018

1,535,148

201,470

2,320,000

1,879,161

7,549,990

1,013,570

9,300

936,018

335,148

148,530

70,000

1,379,161

収 入 合 計 40,559,990 44,154,657 3.594.667

項   目 予 算 額 決算支出額 比 較 増 減

1.総  務  費

6.消

8.予  備  費

13,055,000

1,200,000

1,000,000

9,200,000

8,000,000

2,700,000

2,404,990

3,000,000

12,390,619

991,855

826,036

6,723,464

8,726,779

1,961,792

2,500,000

3,000,000

664,381

208,145

173,964

2,476,536

726.779

738,208

95,010

支 出 合 計 40,559,990 37,120.545 3,439,445

科   同 予 算 額 決 算 額 増  減

雑  収  入

550,000

400,000

1,000

3,000,000

622,216

3,000,000

454,200

26,018

72,216

54,200

25、 018

合   計 3,951,000 4,102.434 151,434

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

総  務  費

予  備  費

1,990,000

1,700,000

241,000

20,000

1,792,692

1,483,434

26.400

7,759

△  197,308

△  216,566

∠:ゝ  214,600

合   計 3,951,000 3.310,285 △  640,715

ヽ、

ヤ

1.区

2.繰  入  金

3.町 支 出 金

4.財 産 収 入

5.寄  付  金
6.消 防 義 務 金

7.諸 収 入 金

2.環 境 衛 生 費

3.林  務  費
4.土  木  費
5.水  不|1 費

公 民 館 費

~|~~~~~~

――――――――
「
―――
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繰  越  金
|

繰

補

入  金

助  金
事  業  費
広 幸腱 12,241
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委
員
会
活
動
報
告

水
利
委
員
長

林

　

　

守

夫

日
頃
、
用
水
路

・
排
水
路
の

清
掃
管
理
等
水
利
事
業
に
つ
き

ま
し
て
ご
協
力
頂
き
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

水
利
委
員
も
任
期
の
前
半
が

無
事
終
了
し
、
後
半
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
区
民
の
皆
様

に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

田
植
え
が
終
わ
り
ま
す
と
梅

雨
の
時
期
に
な
り
、
雨
が
降
る

と
、
す
ぐ
に
中
小
の
河
川
が
氾

濫
し
、
災
害
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。
以
前
は
用
排
水
路
、
即
ち

農
業
用
排
水
路
の
感
が
強
か

っ

た
様
に
思
い
ま
す
が
、
最
近
で

は
生
活
様
式
、
住
宅
様
式
も
様
々

に
変
わ
る
中
で
、
道
路
改
良
も

進
み
、
宅
地
造
成
も
日
増
し
に

進
ん
で
い
ま
す
。　
一
旦
雨
に
な

る
と
す
ぐ
に
中
小
河
川
、
用
排

水
路
は
た
ち
ま
ち
増
水

・
氾
濫

し
、
災
害
の
恐
れ
が
出
て
来
ま

す
。
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こ
れ
だ
け
公

共
性
の
強
い
用

排
水
路
、
言
い

変
え
れ
ば
、
社

会
資
本
も
維
持
工
事
、
改
良
改

修
工
事
と
も
な
る
と
、
必
ず
出

て
来
る
の
が
地
元
負
担
金
で
す
。

地
元
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
今

後
区
当
局
も

一
緒
に
な

っ
て
町

と
協
議
検
討
し
、
立
派
な
社
会

資
本
を
今
後
に
残
す
良
い
方
法

を
見
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
公
共
化
さ
れ
た
用

排
水
路
で
す
が
、
災
害
を
未
然

に
防
ぎ
、
用
排
水
路
の
機
能
を

確
保
し
て
お
く
に
は
、
常
日
頃

十
五
年
度
決
算

監
査
委
員
所
見

塩

沢

　

学

去
る
四
月
二
十
三
日
平
成
十

五
年
度
下
市
田
区

一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
下
市
田
支
館
会
計
、

萩
山
神
社

一
般
会
計
、
特
別
会

計
決
算
の
監
査
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

各
会
計
と
も
適
正
に
処
理
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

代
議
員
会
、
各
委
員
会
記
録

簿
の
点
検
に
つ
い
て
も
適
正
に

記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

区

一
般
会
計
収
入
に
つ
き
ま

し
て
は
、
前
年
度
よ
り
も
繰
入

の
清
掃
管
理
、
井
ざ
ら
い
等
行

い
、
最
寄
り
の
水
系
を
再
度
確

認
し
、
地
域
全
員
で
取
り
組
む

事
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。

水
利
委
員
会
で
、
今
非
常
に

頭
を
痛
め
て
い
る
問
題
の

一
つ

に
、
同
意
書
に
印
鑑
を
押
す
事

で
す
。
最
近
の
農
業
状
勢
、
社

会
状
勢
に
よ
る
農
地
転
用
に
必

要
な
も
の
で
す
が
、
時
の
水
利

委
員
が
簡
単
に
印
鑑
を
押
す
べ

き
性
質
の
も
の
で
は
無
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
協
議
検
討
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
水
利
事
業
に
、
区

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

れ
金
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、

区
費
の
方
は
、
増
収
と
な
り
ま

し
た
。
収
入
に
つ
な
が
る
区
費

の
徴
収
に
対
し
ま
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
法
で
協
力
し
て
い

た
だ
く
努
力
を
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
今
後
の
計
画
と
し
て
、
五
月

二
十
日
、
区

・
神
社
財
産
台
帳

と
現
地

（物
）
と
の
点
検
、
照

合
、
八
月
　
区

・
支
館

・
神
社

保
存
会
備
品
台
帳
と
現
物
と
の

照
合
、
十
月
　
平
成
十
六
年
度

区

・
支
館

・
神
社
各
前
期
会
計

決
算
、
十
二
月
　
平
成
十
六
年

度
保
存
会
会
計
決
算
。

今
後
も
公
平
不
偏
の
態
度
で

勤
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平成16年度 高森町公民館下市田支館事業計画   平成16年度 高森町公民館下市田各分館事業計画
区 月日 (曜 ) 事 業 名 会  場 内  容  等

区

6月 5。 19日 ω

7月 3日 0
9月 26日 (口 )

10月 30・ 31Π

(土・ Π)

1区 ふれあい広場

芸 能 祭

展 覧 会

土器作り。同野焼き 旧学校 。中央公園

中 央 公 園

町福祉センター

ふれあい会館

保育園児、小。中学生による

土器作り 保護者・PTAも
夏祭り

芸能発表・交流会

趣味の作品展示

区

4月 11日 (口 )

7月 中

7月 17日 0
10月 3日 (口 )

l月 1日 (祭 )

じゃがいも種まき

じゃがいも掘り

納 涼 祭

2区ふれあい運動会

マレットゴルフ大会

飯田市 (座光寺 )

下二会館駐車場

下二会館駐車場

親 水 公 園

子どもたちで (地域農政協力)

植付・ 収穫・ 収穫祭まで

踊り・ 出店

３

　
　

一区

5月 9日 (口 )

6月 6日 (口 )午前

午後

10月 10日 (口 )

親子スポーツ大会

力行会スポーツ大会

お好み演芸会

ふれあい運動会

区民会館前広場

区民会館前広場

区 民 会 館

南小グランド

グランドゴルフ 高寿会協力
グランドゴルフ

常会出演 演芸大会
6種以上の競技

４
　

　

区

7月 末

9月 12日 (0)

1月 1日 (祭 )

1月 30日 (口 )

夏季交流スポーツ大会

4区ふれあい広場

元旦マラツン及び
ウォーキング

冬季スポーツ大会

町民 グランド

区民会館

夕映え道路

高森 ドーム

野球又はソフトボール

芸能発表等

漸進会・ 分館共催

老人クラブ・小学生・漸進会

５
　

　

区

6月 27日 (□ )

9月 5日 (口 )

1月 下旬

分館敬老慰安祭

文化芸能祭

分館スポーツ大会

アパート及び

独立世帯との交流会

下五会館

高森 ドーム内外

下五会館

70才以上招待慰安会

芸能クラブ発表会・作品展示

ペタンク・グランドゴルフ

より良い分館作りの話し合い

区

5月 15日 (口 )

5月 23日 (口 )

7月 17日 (口 )

3月 l日 (口 )

8月 15・ 16日

(日・ 月)

8月 18日 (月 )

12月 23日 C祭 )

1月 7日 0

子どもふれあい広場

自治会グランドゴルフ大会

南小 PTA親 子夏の行事
納 涼 祭

盆踊り大会

夏 祭 り

生涯学習

どんど焼・ お楽しみ会

南小グランド

親 水 公 園

お祭り広場

お祭り広場

お祭り広場

出砂原地区 ・帯

出砂原地区館

天竜河原・ 地区館

ミニ運動会

各組・常会対抗グランドゴルフ

親子スポーツ

夜店市 他

育成会・ 婦人団体等と協調

大煙火大会・ 句篭流 し

子ども提灯行列・子ども神輿

正月飾 り講習会

(講師老人クラブ)

育成会・ PTA

月日 (曜 ) 事 業 名 場  所 内  容  等 担当責任者

\28- | H

3月 26日 0

～27日 (口 )

5月 ～ 6月

7月 11日 (口 )

8月 16日 伺)

10月 ～11月

2月 13日 (口 )

6月 12 ntD

7月 24Π 0

10月 16日 (D

-17日 (口 )

11月 20 ntD

～ 21日 (口 )

随  時

区報・館報 (60号 )の編集

発行 2月 1日

萩山神社春祭リタ祭

郷土芸能発表

区報・館報 (58号 )の編集

発行 6月 lΠ

町 スポーツ大会

盆野球大会

文化祭 り。敬老会

区報・館報 (59号 )の編集

発行11月 l日

ペ タンク大会

地元町議 との懇談会

萩の里まつり

町ふるさと祭り

テント村出店

図書管理

区民会館

区民会館

各運動場

各体育館

各運動場

区民会館他

区民会館

高森 ドーム

区民会館

区民呟場

役場駐車場

区民会館

企画 。原稿依頼・ 編集

区・支館の報告と依頼原稿

写真・ ビデオ撮影

企画・ 原稿依頼・ 編集

区・支館の報告 と依頼原稿

スロービッチソフト

ソフトパレー・ 分館対抗

分館対抗

企画 。原稿依頼・編集

区・支館の報告と依頼原稿

地元町議の議会報告

区民の要望・ 懇談等

盆踊り・花火

演技 (保育園・ 太鼓等 )

お楽 しみコーナー

作品展示・舞台発表

宮下和男先生講演会

ぐるリウヵ―キング

敬老会

おしるこ無料サービス

図書購入 1月 初旬

貸出し

編集責任者

支 館 長

支 館
視聴覚担当

編集責任者

支 館 長

(分館対応 )

(分館対応 )

編集責任者

支 館 長

(分館対応 )

支 館 長

担当部長

支 館 長

担当部長

支 館 長

担当部長

担当部長

ヽ
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¨̈̈̈＝
萩
一０
型
一ぷ
一辮
あ
薇̈
藩̈
場
一̈＝
¨

蜂

谷

睦

雄

¨
が
開
催
さ

¨
れ
ま
し
た
。

¨
招
待
者
の

方

々
は
、

八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
、
身
障

者

一
～
三
級
、
六
十
五
歳
以
上

一
人
暮
ら
し
、
七
十
五
歳
以
上

二
人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
の
方

を
日
々
介
護
さ
れ
て
い
る
介
護

者
の
方
々
で
あ
り
ま
す
。
招
待

者
で
特
筆
し
た
い
の
は
、
昨
年

に
続
い
て

「
あ
さ
ぎ
り
の
郷
」

の
皆
さ
ん
が
多
数
参
加
さ
れ
た

こ
と
で
す
。

開
会
行
事
後
、
園
児
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
に
は

「
か
わ
い

ら
し
い
」
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
も
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
心
の
こ
も

っ
た
手

づ
く
り
の
味
ご
飯
を
、
園
児
と

向
き
合

っ
て
全
員
で
ご
馳
走
に

な
り
ま
し
た
。
な
ず
菜
入
り
の

お
ひ
た
し
や
ホ
ー
レ
ン
草
の
香

り
に
、
又
真
紅
の
イ
チ
ゴ
の
色

に
春
を
感
じ
な
が
ら
、
美
味
し

く
頂
き
ま
し
た
。

午
後
は
腹
話
術
を
中
心
と
し

た

「
笑
い
の
ワ
飯
田
」
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
会
が
持
た
れ
、
会

場
は
笑

い
の
輪

一
色
と
な
り
、

一
時
間
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

会

の
終
わ
り
に
は
、
下
市
田

二
区
松
村

稔

さ
ん
が
、
招
待

者
を
代
表
し
て
力

の
こ
も

っ
た

謝
辞
を
述

べ
ら
れ
、
感
動
し
ま

し
た
。
一
切
を
終
了
し
た
後
は
、
か

し
わ
餅
と
果
物

で
お
茶

の

一
時

を
過
ご
し
、
参
加
者
は
会
場

で

の
ふ
れ
合

い
の
温
も
り
を
大
事

に
、
雪
ま
じ
り
の
寒
風
吹
く
早

■

回燕崚ふれれ広場

■■

春
の
里
道
を
帰
路

へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
会
が
持
た
れ

る
度
に
感
じ
る
事
は
、
参

加
し
た
く
と
も
種
々
の
事

情
で
会
場

へ
足
を
運
べ
な

い
方
々
が
居
ら
れ
る
事
で

す
。
そ
う
し
た
方
々
も
含

め
、
今
回
の
招
待
者
全
員

の
今
後
の
ご
健
康
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
筆
を
置
き

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
行
事
実
施
に
当
た
り
、

ご
多
忙
の
中
を
、
事
前
準

備
を
含
め
、
当
日
の
行
事

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
様
お

力
添
え
下
さ

っ
た
実
行
委

員
の
皆
々
様
に
、
心
か
ら

お
礼
、
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■

III: II

■
■
■

′

‘
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目
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平成16年度 高森町公民館下市田支館

歳入歳 出予算書

(自平成16年 4月 1日 ～至平成17年 3月 31日 )

平成16年 3月 16日 可決

歳入の部           歳出の部    (単 位千円) (単位 千円 )

千斗   Fヨ 本年度予算額

繰  越  金 600

繰  入 金 1   3,000

4,051

450補 助  金

Hr {x Al

合  言|

科  目  1本年度予算額

総 務 費 2,240

1,760事 業 費

20広 幸眼 rl`

31

4,051

升 備 費

合  計

区  分

費1.区

本年度予算額

15,000

550

3.町 支 出 金 1  6,000

1,2004.財 産 収 入

E地 元 負担 金
υ・ (寄 付 金 ) 350

6消 防義務 金 2,100

1.5007.諸 収 入 金

8.前 期繰越金
|

6,500

33,200合  計
|

区  分  1本年度予算額

1.総  務  費 12.000

2.環境衛生 費 1,170

9003.林  務  費

4.土  木 費
|

5.水 利 費
|

6.000

2.500

6.消  防  費

8.予  備  費

合   計

2,600

3.000

5,030

33,200

7.公 民 館 費

民
生
児
童
委
員

寒
風
吹
く
晴
天
下
の
二
月
四

日
、
招
待
者
を
乗
せ
た
バ
ス
が

次
々
と
区
民
会
館
に
到
着
。
招

待
者
百
五
十
余
名
、
実
行
委
員

九
十
余
名
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の

下
市
田
保
育
園
児
百
十
余
名
、

更
に
交
流
グ
ル
ー
プ

「
笑
い
の

ワ
飯
田
」
の
六
名
を
加
え
総
勢

三
百
六
十
余
名
に
よ
る

「
第
十

五
回
萩
の
里
ふ
れ
あ
い
広
場
」

"
」L」

`

=、,

|

、ヽ_

燕娯

平成16年度下市田区一般会計

歳入歳 出予算書

(自平成16年 4月 1日 ～至平成17年 3月 31日 )

平成16年 3月 16目 可決

【1.歳入の部】         【2.歳出の部】

2.繰 入 金
|

|

1
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萩山神社御柱式年大祭
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き
れ
い
に
晴
れ
た
空
、
そ
の

空
に
う
か
ぶ
三
発
の
花
火
の
煙
。

御
柱
祭
の
朝
が
始
ま

っ
た
。

前
回
の
寅
年
か
ら
七
年
目
、

い
ろ
い
ろ
の
事
が
は
じ
め
て
と

言
え
る
位
わ
か
ら
な
い
事
ば
か

り
で
あ

っ
た
。

一
月
二
十
七
日
に
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
ニ
ケ
月

間
御
柱

一
色
の
生
活
で
し
た
。

二
月
に
入

っ
て
か
ら
、
検
木
や

山
出
し
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。

巡
礼
沢
と
大
丸
山
か
ら
切
り
出

し
を
し
ま
し
た
が
、
特
に
巡
礼

沢
は
大
変
で
し
た
。
六
年
前
の

寅
年
の
時
に
は
、
御
柱
に
適
し

た
木
が
沢
山
あ
り
、
ま
だ
二
十

数
年
は
大
丈
夫

と
思

っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
御

柱

に
使
え
る
木

が
ほ
と
ん
ど
松

食

い
虫

に
や
ら

れ
て
切
り
倒
さ

れ
て
お
り
ま
し

た
。
今
年
は
南

城
跡
近
く
の

一

番
上
か
ら
の
切

り
出
し
で
、
大

変
難
儀
を
し
ま

当
日
に
は
朝

か
ら
大
勢
の
氏

子
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た

だ
き
、
九
時
の

花
火
の
合
図
で
柱
が

動
き
始
め
ま
し
た
。

南
の
壱
の
柱
も
声
高

ら
か
な
木
遣
り
と
、

消
防
団
の
威
勢
の
良

い
進
軍
ラ
ッ
パ
で
ス

タ
ー
ト
し
、
恒
例
の

南
大
島
川
で
の
木
落

と
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
北
の
式
の
柱
も

出
発
し
て
す
ぐ
木
落

と
し
が
あ
り
、　
一
区

ふ
れ
あ
い
会
館
前
で

は
、　
一
区
の
皆
さ
ん

か
ら
祝
い
酒
の
振
る

舞
い
を
頂
き
ま
し
た
。

両
方
の
柱
共
、
区

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

振
る
舞
い
酒
を
頂
き

な
が
ら
順
調
に
柱
を

進
め
、
十

一
時
三
十
分
に
は
合

流
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

昼
食
の
あ
と
の
「浦
安
の
舞
」

の
舞
姫
出
発
式
も
盛
大
に
出
来

ま
し
た
。

神
社
境
内
で
の
建
て
御
柱
も

順
調
に
進
み
、
頭
に
幣
束
が
取

り
付
け
ら
れ
た
時
に
は
、
無
事

終
わ

っ
た
と
思
う
と
共
に
胸
に

こ
み
上
げ
て
く
る
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

二
ヶ
月
の
間
に
、
区
を
は
じ

め
多
く
の
団
体
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
六
年
が
た
ち
ま
す
と
記
憶
も

ヽ
　
　
　
　
■
■

■

〓

「
―
‐
　
．　
　
　
　
　
　
　
´
，
　
′
′

′
色

ヽ

■

薄
れ
て
前
回
の
事
を
忘
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
今
年
は
前
々

回
の
申
年
と
そ
の
前
の
寅
年

の
資
料
を
参
考
に
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
記
録
を
し
て
お

く
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
を

し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
今

年
は
細
か
な
所
ま
で
記
録
を

残
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

御
寄
付
、
御
祝
儀
等
頂
き
有

難
う
御
座
い
ま
し
た
。

御
柱
祭
実
行
委
員
長

橋
　
都
　
明
　
彦

六

区

渡
辺
か
お
り

さ
ん
　
，
″

五

区

原
　
恵
利
子

さ
ん

四

区

木

下

絵

理

さ
ん

三

区

塩

沢

真

実

さ
ん

二

区

福

島

理

沙

さ
ん

一　
区

野

牧

麻

美

さ
ん

ヽ ‐
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|
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下
市
田
の
み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

六
区
出
身

中

村

ケ
イ
子

（東
京
都
在
住
）

ク
ダ

ン
ス
に
、

山
奥

に
華
材
を

取
り
に

ハ
イ
キ

ン
グ
し
た
り
、

と

て
も
充
実
し

た
七
年
で
し
た
。

結
婚
し
て
世
田
谷
の
地
で
生

活
を
始
め
ま
し
た
。
井
の
な
か

の
カ
ワ
ズ
。
厳
し
い
も
の
で
し

た
。
夢
中
で
頑
張
り
ま
し
た
。

二
人
の
女
の
子
に
恵
ま
れ
、
今
、

孫
四
人
で
す
。
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
出
て
違

っ
た
働
き
を
し
て

い
ま
す
。

故
郷
の
父
を
、
母
を
思
い
、

山
や
川
を
懐
か
し
み
、
歌

っ
た

り
手
を
か
し
た
り
し
て
頑
張

っ

て
い
ま
す
。

中
卒
五
十
周
年
記
念
は
同
期

の
地
元
の
方
々
の
ご
尽
力
で
、

盛
会
で
有
意
義
で
し
た
。
ダ
サ

ラ
の
幼
馴
染
み
と
は
、
五
十
年

振
り
膝
を
交
え
て
語
り
合
い
ま

し
た
。
町
の
施
設
の
立
派
さ
、

う
ら
や
ま
し
い

で
す
。
世
田
谷

の
友

に
赤
石

の

見
え
る
段
丘

に

立
た
せ
て
や
り

た
い
と
、
常
々

思

っ
て
宣
伝
し

て
い
ま
す
。

皆
様
方

の
ま

す
ま
す

の
御
活

躍
を
願

っ
て
ま

す
。

緑
の
美
し
い
故
郷
を
想
い
な

が
ら
、
古
希
を
迎
え
ま
し
た
。

私
の

一
番
の
自
慢
の
事
は
、

赤
石
の
見
え
る
教
室
で
学
び
、

広
い
校
庭
で
体
を
鍛
え
、
巣
立
っ

た
事
で
す
。
天
竜
社
に
入
社
し

て
、

マ
ユ
を
繰
る
仕
事
を
習
い
、

電
話
の
受
け
方
も
出
来
な
い
者

が
、
立
派
な
上
司
に
恵
ま
れ
、

先
輩
、
同
僚
に
学
び
、
よ
く
働

き
ま
し
た
。
夜
間
は
、
花
嫁
修

行
に
励
み
ま
し
た
。
近
隣
の
若

い
人
達
と
交
流
を
深
め
、
村
の

将
来
や
農
家
の
生
活
改
善
等
、

勉
強
し
ま
し
た
。
違

っ
た
社
会

も
知
り
、
人
生
勉
強
を
よ
く
し

た
時
期
で
し
た
。
天
竜
河
原
で

コ
ー
ラ
ス
を
し
た
り
、

フ
ォ
ー

花
東
京
都
済
静
表
賞
交
賞

コ
ー
ヒ
ー
の
薫
香
に
酔
い
し
れ
て
　
　
京
の
あ
る
名

一
区

北

澤

　

寛
　
¨
翼

日
唾

朝
の
コ
ー
ヒ
ー
。
仕
事
の
合
　
で
す
。
そ
こ
で
私
も

コ
ー
ヒ
ー

間
の

一
服
の
コ
ー
ヒ
ー
。
ち
ょ
　
の
新
鮮
さ
を
追
求
す
る
こ
と
に

つ
と
お
し
ゃ
れ
に
フ
ラ
ン
ス
料
　
し
ま
し
た
。
自
家
焙
煎
を
始
め

理
を
食
べ
た
後
の
コ
ー
ヒ
ー
。
　

た
の
で
す
。

ど
う
し
て
我
々
は
こ
こ
ま
で
あ
　
　
ま
ず
は
生
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を

の
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
に
魅
了
さ
　
入
手
し
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
の
生

れ
る
の
で
し
ょ
う
。
実
は
私
は
　
豆
は
、

コ
ー
ヒ
ー
の
木
に
た
わ

そ
の
コ
ー
ヒ
ー
の
と
り
こ
に
な
っ
　
わ
に
実
る
赤
い
実
の
種
子
で
す

貶
一

ラ
ブ
に
入
会
し
た
の
は
昭
和
六

十
三
年
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

下
市
田
公
民
館
長
と
し
て
総

会
な
ど
に
招
待
さ
れ
た
の
で
年

だ
か
ら
仲
間
に
入
れ
て
も
ら

っ

た
。
そ
し
て
、
お
宮
や
地
下
歩

道
の
掃
除
に
参
加
し
た
。
集
ま

る
人
は
五
歳
か
ら
十
歳
年
上
の

人
が
多
か
っ
た
。
若
い
人
が
入
っ

て
く
れ
て
お
陰
様
だ
と
言
わ
れ

た
が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
は
声

が
か
か
ら
な
か

っ
た
。

作
業
や
会
合
な
ど
に
都
合
の

付
く
時
に
は
参
加
し
て
い
た
と

長
と
会
長
の
二
人
の
訪
間
を
受

け
た
。
「
役
員
会

で
次
期
会
長

に
君
が
決
ま

っ
た
の
で
頼
み
に

来
た
。
」
と
言
わ
れ
、
お
断
わ

り
し
た
が
、
書
類
な
ど
と
共
に

引
き
受
け
て
し
ま

っ
た
。
四
月

の
総
会
で

一
応
事
業
計
画
な
ど

決
ま

っ
た
も
の
の
、
具
体
的
に

奉
仕
活
動
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な

ど
を
通
し
て
大
勢
が
楽
し
く
や

る
方
法
が
分
か
ら
な
い
。
地
下

歩
道
の
掃
除
の
後
、
荒
神
前
会

所
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
意
見

希
望
を
聞
い
た
。
奉
仕
作
業
な

て
し
ま

っ
た
人

間
の

一
人
で
す
。

「
コ
ー
ヒ
ー
は

生
鮮
食
品

で
あ

る
」

こ
れ
は
東

が
、
白

っ
ぱ
い
緑
の
生
臭
い
も

の
で
す
。
さ
て
、
こ
れ
を
い
か

に
焙
煎
す
る
か
で
す
が
、
こ
れ

が
ま
た
実
に
単
純
。
生
豆
を
銀

杏
煎
り
に
入
れ
、
ひ
た
す
ら
ガ

ス
コ
ン
ロ
の
上
で
ふ
り
続
け
る

だ
け
な
の
で
す
。
は
じ
め
は
遠

火
で
豆
の
中
の
水
分
を
抜
き
、

豆
が
自

っ
ぱ
く
な

っ
て
き
た
頃

近
火
に
し
、
勢
い
よ
く
焙
煎
を

は
じ
め
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
完
成

に
近
づ
い
て
き
た
と
き
の
薫
香

は
焙
煎
し
た
こ
と
の
あ
る
者
に

し
か
味
わ
え
ま
せ
ん
。
豆
が
焼

き
上
が

っ
た
ら
即
座
に
ド
ラ
イ

ヤ
ー
の

「冷
風
」
で
冷
や
し
ま

す
。
焼
き
む
ら
な
く
ふ

っ
く
ら

と
焼
き
上
が

っ
て
い
れ
ば
成
功

で
す
。
単
純
な
よ
う
で
、
網
の
ふ
り

か
た
、
火
の
強
さ
、
近
火
に
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
そ
し
て
豆
の

種
類
に
よ

っ
て
い
つ
焙
煎
を
上

め
る
か
、
実
は
こ
れ
は

一
度
こ

だ
わ
り
始
め
る
と
永
遠
の
課
題

で
す
。
し
か
し
少
し
ば
か
り
失

敗
し
て
も
自
分
で
焙
煎
し
た
新

鮮
な

コ
ー
ヒ
ー
は
何
に
も
増
し

て
旨
い
も
の
。
こ
の
手
作
リ
コ
ー

ヒ
ー
を
バ
ロ
ツ
ク
音
楽
を
聴
き

な
が
ら
す
す
る
の
が
私
に
と

っ

て
の
至
福
の
時
な
の
で
す
。

（老
人
ク
ラ
ブ
）

三
区
高
寿
会

の
実
情

三
区

田

日

正

幸

（前
会
長
）

私
が
老
人
ク
　
こ
ろ
、
平
成
六
年
二
月
に
前
会

ど
し
た
ら
お
茶
を
飲
ん
で
話
し

た
い
。
軽

い
体
操

・
ゲ
ー
ム

・

レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
も
よ
い
。

時

に
は
お
話
も
聞
き
た
い
。
流

行
歌
や
子
ど
も
の
頃

の
歌
を
歌

い
た
い
。
昼
食
を
食

べ
な
が
ら

懇
親
も
し
た
い
。
と
、

い
ろ
い

ろ
出
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
来
月

は
昼
食
を
食

べ
る
よ
う
に
集
ま

ろ
う
。
九
時
頃
集
ま

っ
て
掃
除

作
業
な
ど
し
て
昼
食

・
懇
親
会

を
し
て
い
る
う
ち
に
毎
月
や
ろ

う
と
月
例
会

に
な

っ
た
。
奉
仕

作
業
は
別

の
日
に
し
て
、

レ
ク

リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
か
保
健
師

の
話

と
か
映
画
鑑
賞

に
重
点
を
置
く

こ
と
も
あ
る
。

こ
の
他
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

歌
謡

・
ダ

ン
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の

班

で
計
画
を
立

て
楽
し
い
活
動

を
し

て
い
る
。

私
達
は
年
寄
り
だ
け
で
な
く

保
育
園
児

・
小
中
生

・
若

い
父

母
と
交
流
会
を
も

っ
た
り
話
し

合
う
こ
と
を
望
み
ま
す
。

ノ

ヽ

ト

L〕

ノ
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中
学

二
年
に
な

っ
て

中
二

市

岡

貴

章

（二
区
）

て
い
た
の
で
、
中
学

校

で
も
続
け
て
や

っ

て
、
う
ま
く
な
り
た

い
と
思

っ
て
入
部
し

ま
し
た
。
最
初
は
軽
く
キ

ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
や
走
る
こ
と
し
か
さ

せ
て
も
ら
え
な
か

っ
た
け
れ
ど
、

だ
ん
だ
ん
本
格
的
な
練

習
を
さ
せ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
も
、
ぼ

く
は
右
打
ち
だ

っ
た
の

で
す
が
、
左
打
ち
に
変

え
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
、

少
し
当
た
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
は
六
月
に
行
わ
れ
る
、
三

年
生
に
と

っ
て
は
最
後
の
大
会

の
、
中
体
連
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
練
習
し
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
三
年
生
の
力
に
な
れ
る
よ
う

頑
張

っ
て
応
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
学
校
生
活
も

一
年
が
過
ぎ

学
校

の
よ
う
す
も
色
々
わ
か

っ

て
き
た
し
、
生
徒
会
や
新
し
く

な

っ
た
ク
ラ
ス
に
も
な
れ
て
き

て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

で
も
楽

し
く
過
ご
せ
た
の
は
や

っ
ぱ
り

部
活
動
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

ぼ
く
は
、　
一
年
生

の
五
月
か

ら
野
球
部
に
入
り
ま
し
た
。
入

っ

た
理
由
は
、
小
学
校
か
ら
や

っ

わたしの作文

」識経 ぼくの作文

多晰多%錮

今がんばっていること

小五 柴 彩夏 (六区)

左端が 彩夏さん

C=二′″_ハ“r

私

に
は
、
今
夢
中

に
な

っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
ド

ッ
ヂ
ボ
ー
ル
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
五
年
生

で
ド

ッ
ヂ
ボ
ー
ル
の
県
大
会

ヘ

行
き
た
い
か
ら
で
す
。
時
間
が

あ
る
時

は
毎

日
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

練
習
し

て
い
る

時

に
、
男

の
子

の

ボ
ー
ル
が
速
く

て

受
け
ら
れ
ず
、
当

た

っ
て
し
ま
う

こ

と
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
毎

日
練
習

し

て
い
る
か
ら
、

前

よ
り
取
れ
る
よ

う

に
な

っ
て
き
ま

し
た
。

自
分

で
も
、

「
ボ
ー
ル
は
取
ろ
う
と
思
え
ば

取
れ
る
ん
だ
。
取
れ
る
ぞ
。
」

と
思

い
な
が
ら
が
ん
ば

っ
て
取

る
よ
う

に
し

て
い
ま
す
ｃ

こ
れ
か
ら
も
、

ド

ッ
ヂ
ボ
ー

ル
大
会

に
行
け
る
よ
う

に
が
ん

ば
り
た

い
で
す
。

湯
ケ
洞
線
工
事
の
現
状

下
市

田
五
区

　

粟
一
　

一ト

れ
見
通
し
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。

こ
う
な
る
と
車
は
ス
ピ
ー
ド
を

あ
げ
て
走
る
の
で
、
道
路
を
横

断
す
る
に
も
余
程
の
注
意
を
し

な
い
と
危
険
で
す
。

湯
ケ
洞
線
か
ら
広
域
農
道
を

通

っ
て
飯
田
の
市
街
地

へ
向
か

う
と
驚
く
程
早
く
行
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
改
め
て
道
路
の
大

切
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

道
路
が
良
く
な
っ
て
い
い
面
、

悪
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
事
故

の
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

完
成
は
十

一
月
と
か
。

ふ
る
里
農
道
湯
ケ
洞
線
は
平

成
五
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
平
成

九
年
完
成
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
大
分
遅
れ
て
漸
く
先
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
二
月
、
御
柱
祭
ギ
リ
ギ

リ
に
国
道

一
五
三
号
線
か
ら
竜

西
線
ま
で
四
五
Ｏ

ｍ
が
開
通
し

ま
し
た
。

真
新
し
い
道
を
御
柱
の
里
曳

き
が
行
わ
れ
、
日
出
度
く
開
通

式
が
で
き
ま
し
た
。

竜
西
線
か
ら
上
県
道
ま
で
は

既
に
開
通
し
て
い
て
、
日
下
弓

矢
橋
の
交
差
部
の
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

上
県
道
か
ら
上
は
座
光
寺
側

へ
渡
り
湯
ケ
洞
へ
と
至
り
ま
す
。

高
森
町
は
段
丘
の
町
と
言
わ

れ
て
い
て
、
下
段
か
ら
上
段

ヘ

の
直
通
の
道
路
が
な
く
、
緊
急

車
両
に
は
不
都
合
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
湯
ヶ
洞
線
は

そ
う
し
た
面
か
ら
は
是
非
必
要

な
道
路

で
、
大

い
に
利
用
活
用

さ
れ
る
と
思

い

ま
す
。
広
域
農
道

に

接
続
さ
れ
て
車

‘

―

も
多
く
な
り
ま

し
た
。
更
に
湯

ケ
洞
ま
で
完
成

す
る
と
益
々
多

く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

道
路
規
格
も
前

よ
り
大
分
よ
く

な

っ
て
車
道
が

　

一

六

・
五

ｍ
、
歩

道
が

一
・
五

ｍ

と
の
こ
と
。
そ

・
小

れ
に
カ
ー
ブ
も

ず

っ
と
改
良
さ

正

彰多%笏多

て
磯

二
甲
す

曜

ゴ一
菫

′甲

ヽ

ヽ
陸

ヽ｀
ヽ

盤 L

一

■
■
一

い

‐卜■吐
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ヽ
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私
た
ち
下
市
田

二
区
は
北
を

一
区

に
、
東
は
六
区
に
、

西
は
三
区
に
隣
接

し
、
南
は
肥
沃
な

天
竜
川
水
田
地
帯

と
、
活
気
あ
ふ
れ

る
工
業
団
地
に
接
す
る
穏
や
か

な
人
柄
の
集
落
で
、
歴
史
的
な

「
共
励
会
」
と
言
う
自
治
組
織

で
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
営

ま
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

近
年
若
者
の
家
庭
も
多
く
、

他
の
町
村
か
ら
新
し
い
仲
間
と

グループ紹介

私
達
の
グ
ル
ー

プ
は
平
成
元
年
に

誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
メ
ン
バ
ー

も
代
わ
り
、
私
達

は
平
成
十
二
年
に

新
し
く
四
名
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
下
市
田

一

区
、
三
区
、
四
区
の
方
達
八
名

の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

教
え
て
下
さ
る
先
生
は
男
性

で
、
琴
伝
流
大
師
範

・
松
沢
猛

先
生
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

練
習
日
は
月
に
三
回
で
す
。

下
市
田
の
区
民
会
館
を
お
借
り

一
区

米

山

竹

代

し
て
、
夜
七
時
三
十
分
か
ら
九

時
三
十
分
ま
で
、
第
四
の
金
曜

日
の
み
先
生
が
来
て
く
れ
ま
す
。

終
わ

っ
た
後
は
先
生
と

一
緒

に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
で
す
。

六
十
歳
過
ぎ
て
ぼ
け
防
止
と

思

っ
て
入
り
ま
し
た
が
、
皆
で

歌
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し
く
て
、

や

っ
と
の
思
い
で
つ
い
て
来
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
人
達
皆
親

切
に
し
て
く
れ
ま
す
。

参
加
し
て
五
回
目
の
今
年
は
、

二
月
二
十
二
日
、
鼎
の
文
化
会

館
で
二
曲
演
奏
し
、
夜
は
昼
神

下
市
田
二
区

部
落
長

松

島

修

三

な

っ
て
移
り

住
む
人
も
た

く
さ
ん
増
え

つ
つ
あ
る
。

青
壮
年

の

「
共
星
会
」
、
若

い
マ
マ
さ
ん
の

「
明
星
会
」
な

ど
の
地
域

の
活
動

に
大
切
な
団

体

の
他
、
同
好
趣
味

の
グ

ル
ー

プ
も
た
く
さ
ん
あ

っ
て
、
公
民

館
事
業
や
地
域

の
事
業

に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

「
共
励
会
」
は
共
南
常
会

・

共
中
西

・
共
中
東

・
金
部
南

・

金
部
北

・
金
部
東
、
そ
し
て
共

北
東
常
会
の
七
常
会
よ
り
な
り
、

十
五
組
合
百
二
十
五
戸
の
住
民

が
集
会
所
パ
ー
シ
モ
ン
会
館
を

拠
点
に
、
親
水
公
園
や
下
市
田

健
康
セ
ン
タ
ー
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
を
活
用
し
、
整

っ
た
道

路
網
や
地
域
経
済
を
担

っ
た
工

当
印
蹴
業

そ
し
て
Ｊ
Ａ
ス
ー
パ
ー
、

パ
ー
ス
な
ど
商
業
施
設
も
充
実

し
て
い
る
中
、
五
百
人
の
住
民

が
仲
良
く
手
を
取
り
合

っ
て
生

活
し
て
い
る
、
そ
ん
な
地
域
が

下
市
田
二
区
で
あ
る
。

大
正
琴

「
し
ら
ゆ
り
会
」

温
泉

の

「
天
心
」

に
て

一
泊
し

ま
し
た
。

こ
の
他
、
全
国
大
会
も
年

一

回
参
加
す
る
な
ど
、
旅
行
気
分

も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
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公
共
下
水
道
へ
の
接
続
完
了

下
市
田
区
民
会
館
は
平
成
九

年
の
竣
工
以
来
今
日
ま
で
、
合

併
浄
化
槽
に
よ
り
汚
水
の
処
理

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
公
共
下

水
道
の
本
管
布
設
工
事
の
完
了

に
伴

っ
て
、
去
る
二
月
の
代
議

員
会
で
公
共
下
水
道
接
続
工
事

の
承
認
を
頂
き
、
地
元
業
者
三

社

（広
域
工
業

（株
）
・
（有
）

高
森
設
備

・
（有
）
Ｋ
＆
Ｋ

フ

ジ
タ
）
か
ら
見
積
り
を
と
り
、

最
低
価
格
を
提
示
さ
れ
た
広
域

工
業

（株
）
さ
ん
と
折
衝
の
結

果
、
工
事
費
三
五
七
万
円

（消

費
税
込
）
と
四
月

一
日
～
四
月

二
十
日
迄
の
工
期
で
完
成
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
区
民
会
館
の
使
用

を

一
部
三
区
力
行
会
館

へ
お
願

い
す
る
な
ど
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
し
た
が
、
ご
協
力
を
頂
き

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
使
用
に
つ
き
ま
し
て

は
本
管
迄
の
距
離
が
遠
く
、
勾

配
が
少
な
い
の
で
途
中
で
詰
ま

る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

使
用
後
は
必
ず

（大
）
で
流

す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

だ
さ
い
。

一
、
区
民
会
館
を
使
用
す
る
時

は
必
ず
事
前

に
副
区
長

（木

下

豊

二
五
―
四
〇
〇
四
）

へ
申
し
込
み
、
許
可
を
得

て

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
玄
関
の
鍵
は
区
三
役
、
公

民
館

（支
館
）
三
役

の
所
か

ら
借
り
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

（
な
る

べ
く
他
か
ら

は
借
り
な
い
よ
う
に
）

三
、
使
用
す
る
団
体
や
グ

ル
ー

プ
は
責
任
者
を
明
確

に
し
て

責
任
を
も

っ
て
使
用
し
、
使

用
簿
を
記
帳
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
使
用
後
は
片
付
け
、
清
掃

を
行

い
、
戸
締
ま
り
、
消
灯

は
責
任
者
が
や

っ
て
下
さ
い
。

（他
人
任
せ
に
し
な
い
）

五
、
台
所

（厨
房
）
を
使

っ
た

場
合
は
什
器
な
ど
汚
れ
物

の

片
付
け
、
生
ゴ
ミ
の
処
理
を

き
ち
ん
と
行
う
。

酒
や
ビ
ー
ル
の
残
り
は
流
し

へ
捨

て
な
い
で
別

の
所

へ
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ

ス
の
元
栓
は
必
ず
し
め
て

く
だ
さ
い
。

副
区
長
　
木

下
　
豊

ヽ
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＊
区
民
会
館
使
用

に
つ
い
て

区
民
会
館
は
区

民
の
大
切
な
財
産

で
す
。
使
用
す
る

と
き
は
次

の
点

に

特

に
注
意
し
て
く

副
＝
劉

　

皐
月
の
陽
光
と
共

“覇計
上
に
取
り
組
ん
だ
五
十

●

１

■
●

“

躙
副
劉
　
林
瞬
怖
麟
崚
群
隷
言

∵＝＝トコ
ヘお
届
け
でき
る
こ
と

集̈
」
を
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

Ｌ
＝
＝
二
　
新
し
い
委
員
を
迎

一一一日
嘔」

え
て
、
二
年
目
最
初

■̈
「
一』

の
編
集
作
業
も
滞
り

な
く
進
み
、
発
刊
二
十
年
を
経

た
息
吹
に
寄
せ
て
、
新
た
な
意

気
込
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

区
の
情
勢
、
決
算
報
告
、
十

六
年
度
支
館
分
館
の
事
業
計
画

等
、
年
度
始
め
の
お
知
ら
せ
を

ご
覧
の
上
、
ご
理
解
と
今
後
の

お
力
添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

区
民
会
館
で
開
か
れ
た

「
ふ

れ
あ
い
広
場
」
で
は
、
多
く
の

高
齢
者
の
方
々
に
楽
し
ん
で
頂

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
御
柱
祭

り
の
熱
気
が
表
紙
の
写
真
と
共

に
、
今
、
甦

っ
て
参
り
ま
す
。

野
山
に
響
く
木
遣
り
歌
、
御

柱
曳
行
の
掛
け
声
、
ラ
ッ
パ
…

下
市
田
の
里
曳
き
は
、
大
勢
の

人
々
に
見
守
ら
れ
て
、
無
事
萩

山
の
社
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

他
地
区
よ
り
の
お
便
り
、
作

文
、
諸
工
事
の
完
成
等
、
新
年

度
出
発
に
相
応
し
い
内
容
が
、

紙
面
狭
し
と
載
せ
て
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も

「
萩
の
郷
」

へ
の

お
力
添
え
を
お
願
い
し
、
ご
感

想
等
お
寄
せ
下
さ
れ
ば
幸
甚
で

す
。
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